
第３回最上川堤防調査委員会の開催
（令和６年７月２５日からの大雨による出水に伴う降雨）

◼ ７月２４日から断続的に降り続いた降雨の影響に伴い、最上川水系最上川で１箇所が堤防欠損、支川新田川で４箇
所、野尻川で１箇所が堤防決壊が発生。

◼ 決壊要因の特定と本復旧工法（案）について１１月２１日（木）に「第３回最上川堤防調査委員会」を開催し意見交換。
◼ 結果、事務局提案の決壊要因及び本復旧工法（案）は妥当と判断。
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事務局説明 意見交換

（主な意見）

⚫ 国管理区間の被災箇所について、一部に川表法崩れがあった

という説明があったため、法すべりが関係ないのであれば誤解

のないように資料を構成すること。

⚫ 県管理区間の被災箇所について、堤防決壊プロセスが現象と

合っていない模式図となっている部分があるため、修正が必要。

⚫ 堤防高が周辺より低いような箇所においては、上下流の高さと

すり付けた方が良い。


